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1･　本研究 は，家族 とい う生活共同 体とその外郭であ

る地縁集団を もふ くめての生活共 同体組 織について考察

を試みるも のであ る。

2･　自然発生的 に形成 された旧利 落の農家 について，

その変貌 の姿を とらえ， 狭義 の生 活共 同体結合の契機に

つい て， まず検討 を行なった。対 象として，東京都世田

谷地区 の旧地主階層Ｍ家, s 家 ，H 家 ，旧小作農Ａ家 を

えらんだ。

3.　M,    S,   H,   A の農家は ，戦前は，稲作，麦作，

養蚕 に多 くの労働力 を要し，生 活共同体は。それを支え

る経済基盤 の確立 に労働力 の結集 を不 可欠とした。たと

えば，旧小 作農Ａ家 の10 人 の子供 は，昭和34 年頃まで

は,   A 家 の生活を 支える労働力 であり, しかもA 家 の各

人 は,   A 家 とい う生 活共 同体の中において生活が可能で

あ った
い

し かるに 昭和35年 以降 は,   M,   S,   H,   A いず

れ の農家におい ても，果樹 を うえて農 地としての形態を

維持す るに と ど まり，生業 は， アパー ト と印刷業経営

(M), ゴル フ練習 場と保育 園経営(S), アパ ートとへら

鮒釣振経営(H), 電気 関係の部 尉

転換し，労 働力 は雇 傭形 態に移 っている。その結果，生

活共同体結合 の強度 は，質的変化 をみせてい る。他方，

日常の生活領域は｢ 講中｣ を中心 に一体 的生 活が維持さ

れ，生活共同体は ，過 渡的状態を示し て い る。　なお，

隣接 のＨ団地は，全 く新 しく編成 された生 活共同体 の様

相を示し，前者 との交流 は見出 されない 。


